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○スタートコーチ（スポーツ少年団）について 
 

【資格概要】 

・2019年度をもって、スポーツ少年団指導者資格制度（認定育成員・認定員）は終了する 

スタートコーチ（スポーツ少年団）とは？ 

・2020 年度より日本スポーツ協会（以下、JSPO）公認スポーツ指導者制度の競技別資格に新しく位置付

けられる登録・更新制の資格である 

・資格認定のためには JSPOへの指導者資格の登録が必要で、資格を維持するために更新研修を受講・修

了し、更新手続きが必要な資格である 

・スタートコーチ（スポーツ少年団）資格保有者のみでスポーツ少年団活動（指導）することが可能 

 

【資格取得方法】 

・都道府県スポーツ少年団が開催する、１日の講習会を受講・修了することで資格取得が可能 

 

【登録料】 

・資格登録料は、４年間で10,000円とし、初回登録時のみ資格登録料に加え初期登録手数料 3,000円を

納入する。 

 ※JSPO 公認指導者資格を保有している者で、スタートコーチ（スポーツ少年団）資格も保有する場合

は初期登録手数料のみで納入（すでに保有しているJSPO公認指導者資格の方で資格登録料を納入し

ているため） 

しかし、サッカー・バスケットボールの資格はこれに該当しない（競技団体が登録管理を行っている

ため） 

・納入方法については、JSPOから各個人に送付される案内にしたがって納入する 

 https://www.japan-sports.or.jp/club/tabid1226.html 詳細はJSPOホームページ記載 

 

【資格更新】 ※コーチングアシスタントも同様 

・更新研修を受講・修了し、更新手続きを行う 

・資格の有効期限である４年間が過ぎた場合、その後半年のうちに更新の手続きがあれば「更新」扱いと

なり登録料を納入し、引き続き資格保有者となる 

・期限切れ後半年のうちに更新の手続きはなければ「失効」となる 

・「失効」後、期間が空いた後に再度資格を保有しようとする場合は、資格の「復活」扱いとなり、初期

登録手数料が発生する 

 ※資格の「復活」については、各競技団体ごとに詳細なルールや手続き等が異なっているため、スター

トコーチ（スポーツ少年団）、コーチングアシスタントについても検討中である 

 

 

https://www.japan-sports.or.jp/club/tabid1226.html


○スポーツ少年団登録について 

 

【登録区分】 

・JSPO公認スポーツ指導者資格を保有していない者は、「役員」または「スタッフ」として登録 

 ※JSPO 公認スポーツ指導者資格のみ保有の者でも指導者登録は可能だが、理念を学んだ指導者には該

当しない（理念×指導者）  

・都道府県・市町スポーツ少年団での登録は、「役職員」から「役員」または「スタッフ」で登録となる 

 

【登録条件】 

・単位団登録条件として、「原則として団員 10 名以上、指導者２名以上で構成」に加え、①20 歳以上の

「指導者」、「役員」または「スタッフ」の２名以上の登録、②２名以上の指導者が「スポーツ少年団の

理念」を学んでいる（以下、理念○）ことが日必要 

・子どもを預かることの責任の観点から、成人（20歳以上）の２名以上の登録を義務化する 

「スポーツ少年団の理念」を学んだ者（理念○）とは？ 

・2019年度スポーツ少年団認定育成員・認定員、スタートコーチ（スポーツ少年団）資格保有者（2019年

度認定保留者も含むが、2020年度少年団登録した者のみ該当） 

 

 

○今後の認定育成員・認定員について 

 

【今後の認定育成員・認定員位置付け】 

・認定育成員：JSPO公認スポーツ指導者資格（新たに資格取得・移行等なしで「理念○指導者」として登

録可能） 

・認 定 員：JSPO公認スポーツリーダー 

 ※認定員で JSPO 公認スポーツリーダーに加え、他の JSPO 公認スポーツ指導者資格を保有している者

は、保有している資格が有効な限り「理念○指導者」として少年団登録が可能 

・JSPO公認スポーツリーダーは、令和５（2023）年度までは「理念○指導者」として少年団に登録が可能

だが、令和６（2024）年度以降は「スタッフ」または「役員」として少年団登録となる 

・2019 年度の認定員認定保留者は、2020 年度少年団登録が確認された際に JSPO 公認スポーツリーダー

の資格を付与し、「理念○指導者」として管理する 

 2020年度少年団登録が無かった場合は、保留者扱いは失効となり資格は付与されない 

 

 

○JSPO公認コーチングアシスタント 

 

【資格概要】 

・JSPO 公認スポーツ指導者制度の中に新たに設置される登録・更新制の資格で、スポーツリーダーと同

様のカリキュラム 

・JSPO公認コーチングアシスタントの資格を保有している限り、「理念○指導者」として少年団登録可能 

・有効期限は、移行（登録）完了から４年間 



・令和５（2023）年度の少年団登録まで、資格を移行せずに JSPO公認スポーツリーダー資格（認定員）

をもって「理念○指導者」として登録可能 

・令和６（2024）年度以降も、継続して「理念○指導者」として少年団登録し活動される場合は、令和５

（2023）年度までにJSPO公認コーチングアシスタントに資格移行が必要 

・資格移行をせずに令和６（2024）年度以降も少年団登録される場合は、「スタッフ」または「役員」と

しての少年団登録となる（スポーツリーダーは、永年資格のため失効しない） 

 

【登録料】 

・資格登録料は、４年間で10,000円とし、初回登録時のみ資格登録料に加え初期登録手数料 3,000円を

納入する。 

・納入方法については、JSPOから各個人に通知がいき、通知にしたがって納入する 

 https://www.japan-sports.or.jp/club/tabid1226.html 詳細はJSPOホームページ記載 

 

【資格移行方法】 

・資格移行は講習会等の受講はなく、資格移行申請後所定の手続き（個人が Web上にて手続き）をもって

移行（登録）が完了する ※資格移行については、JSPOより令和２年４月頃案内予定 

 https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/ikusei/doc/menjoshinsei_manual.pdf  

  詳細はJSPOホームページ記載 
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